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第 4 章と第 5 章では、誘電体導波路上に配置した金属グレーティングに注目し、近年






















 第 5章では P波入射時の光学応答のグレーティング厚さ依存性を調べた。その結果、
グレーティング厚さの変化とともに反交差のギャップが徐々に減少して、あるグレーテ
ィング厚さで縮退し、その後再びギャップが開くことを見出した。更に、ギャップが閉
じる前後で BICの出現ブランチが逆転する事を発見した。グレーティング厚さ変化に伴
うギャップの変化はスリット内のファブリ・ペロー共鳴で理解できることも明らかにな
った。また、時間的結合モード法により、ある特定のグレーティング厚さにおいて EP
が存在することを予測し、空間的結合モード法による電磁場解析により、導波路－金属
グレーティング系で、予想通り EPが発現することを示した。 
グレーティング厚さによる反交差ギャップの変化がスリット内のファブリ・ペロー共
鳴で説明できることから、グレーティングに印加する電圧を変えることで BICや EPの
出現を制御できる可能性がある。これにより EPや BICを用いた全く新しく、かつ電圧
による高速変調が可能なデバイスやセンサの実現が期待される。 
以上の様に本研究では、基板や誘電体導波路上に配置された金属グレーティングとい
う、応用上重要な系に生じる特異的な光学応答の振る舞いを明らかにした。第 6 章にこ
れらのまとめと今後の展望を述べた。 
